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1. 指示をお読みください。 

2. マニュアルは大切に保管してください。

3. すべての警告にご注意ください。

4. 指示をお守りください。

5. 製品に水分を近付けないでください。

6. クリーニングには乾いた布をご使用ください。

7. 換気口が塞がれないようにしてください。マニュアル

に指定された場所に設置してください。

8. 暖房器具やパワーアンプなど、熱源の周辺に本製品を

設置しないでください。

9. グラウンドと極性の安全性を損ねるような処置はお控

えください。極性プラグのピンは一方が他方より幅広

になっています。グラウンドタイプのプラグでは 2つ
のピンに加え、グラウンド用に第 3のピンがあります。

これは安全を目的としたものです。 プラグがコンセント

に適合しない場合、コンセントの交換なども含め電気

技術者にご相談ください。

10. 電源コードが踏まれたり引っ張られたりすることのな

いように設置してください。特に、本体接続部分やコ

ンセントに注意を払ってください。

11. 推奨アクセサリ以外のものを本機に取り付けないでく

ださい。

12. カート、スタンド、トライポッド、ブラケット、テー

ブルには付属のもの、もしくは推奨されたものをご使

用ください。カートで運搬する際には、落下による損

傷を防ぐため、カートと本機がしっかり固定されてい

ることをご確認ください。

13. 落雷の発生時や長期間使用しない場合には電源コードを

抜いてください。

14. 電源コードやプラグの破損、本機の落下（あるいは本

機の上に何かを落としてしまった場合）、水分の混入（雨

に晒された場合など）により、本機が正常に作動しな

くなった場合には修理が必要となります。本機の修理

に関してはすべて、資格を持つサービススタッフにご

依頼ください。

15. この Onyx ミキサーは Class-I 設計となっています。必

ず本線から引かれ、適切にアース（第 3のピン）接続

されたコンセントに接続してください。

16. ロッカー式の AC 電源スイッチは、この Onyx ミキサー

のリアパネルに位置しています。スイッチにすぐ手が

届くような設置状態を保つようにしてください。

17. 本機は、カナダ通信局の電波妨害に関する規定に記さ

れたデジタル機器からの電波ノイズ許容  、Class A ある

いは Class B を上回りません。 

18. 極度に高いノイズレベルに長い時間晒されると難聴とな

る恐れがあります。難聴を引き起こすレベルには個人差
がありますが、ある期間大音量を聞いているとほとんど
の人の聴力が低下します。米国安全衛生局（OSHA）は
以下の表のようにノイズレベルの許容量を定めていま

す。

 OSHA は、以下の許容量を超える状況は聴覚に悪影響

を及ぼす可能性があるとしています。高音量を発生す

る機器の周辺に長時間いる場合には、耳を保護するよ

うに心掛けてください。機器を操作する時間が以下の

状況を超えるような場合、耳の内部あるいは外部にプ

ロテクターを装着してください。

安全上のご注意（重要）

運搬時のご注意

製造元の推奨する 
カートやスタンドを 
ご使用ください。
製品は運搬する際は
転倒を未然に防止するため、
急に停止したり、
無理に押したりせず、
注意深くお取扱いください。

注　意
感電の危険があります。

本体を開けないでください。

注意：電気事故を防ぐため 
カバーを取り外さないでください。

内部にユーザーご自身で 
修理可能な部分はありません。 

このマークは、機器の内部に 
絶縁されていない「危険な電圧」が 
存在することを意味し、 
感電の恐れがあることを警告しています。

取扱説明書のこのマークは、 
操作上の注意や、メンテナンス方法
についての、重要な記述が
なされていることを示します。

1日につき  サウンドレベル 典型的な 
 （時間） （dBA） 事例

 8 90 小さなクラブのデュオ演奏

 6 92  
 4 95 地下鉄の騒音

 3 97
 2 100 大音量のクラシック音楽

   1.5 102
 1 105 締め切り直前のパトリスの叫び

 30分  110
 15分以下 115 ロックコンサートの最高潮

警告：火災や感電の怖れがあります。 
機器を雨や湿気に晒さないでください。
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この度は、プロフェッショナルなライブミキシングコン

ソール、Mackie Onyx 4 • Bus をお選び頂き、誠にありがと

うございました。「ライブの SR」を目的に設計された Onyx 
4 • Bus ミキサーは、過酷なツアー移動にも耐え得る頑丈な

ボディの中に、刷新されたアナログ回路と最新のテクノロ

ジーを装備しています。 

Onyx 4 • Bus ミキシングコンソールは、かつての伝説的

なミキサー SR24 • 4、そして SR32 • 4 VLZ PRO の後継機種

と呼べるものです。外寸やチャンネル数は同じでありなが

ら、色々な新機能が追加され、またかつての機能もさらに

強化されています。

Onyx 4 • Bus コンソールは、新開発の精密技術に基づく

最高級のスタジオ仕様 Onyx マイクプリアンプを搭載して

います。Mackie のミキサーは、非常に品質の高いマイクプ

リで有名ですが、この Onyx マイクプリは、高価な単体機

のマイクプリと比較しても遜色のない最高のものに仕上が

りました。 

各モノチャンネルストリップは、それぞれのファンタム

電源スイッチとローカットフィルター、マイク入力のパッ

ド、プリ EQ のチャンネルインサート、そして新設計の 4
バンド EQ（中域スイープ、EQ バイパススイッチ付）を装

備しています。

同じく、すべてのモノチャンネルは 6つの Aux センド、

パン、ミュート、PFL ソロ、100ミリフェーダー、グルー

プとメインミックスのアサイン、4つの LED によるシグナ

ルレベルインジケーターを備えています。また、マルチト

ラックレコーディングなどを目的とした各チャンネルのダ

イレクトアウトのバランスシグナルは、DB-25コネクタ（1
つのコネクタにつき 8チャンネル）から出力されます。

マスターセクションは、ステレオリターン（2つ）、マス

ター Aux センド（6つ）、グループマスター（4つ）、マト

リクス（6× 2）、ヘッドフォン / モニターセクション、そ

してトークバックセクションで構成されています。トーク

バックセクションにはルーティングスイッチが用意されて

います。Aux センドと L/R ミックスを経由してトークバッ

ク交信を行うことが可能です。 

また、Onyx 4 • Bus ミキサーには新たにアナログステレ

オコンプレッサー / リミッターが実装されました。L/R メ

インミックス、グループ 1/2または 3/4の出力にインサー

トすることができます。

このマニュアルの読み方
すぐにでも何かを接続して、手に入れたばかりのミキシ

ングコンソールを試したくてたまらない、マニュアルは後回

し！というお気持ちはよく分かります。でもちょっとだけ

待ってください！このすぐ後に「クイックスタート」の章

を設けました。ミキサーを素早くセットアップして正しく

使用する方法を説明しています。続いてライブやレコーディ

ング、ミキシングでの典型的な接続例を図に掲げました。 

少し落ち着いたら、その先に記された「機能の詳細」を

お読みください。 ミキサー内の信号の流れを追うような順

番で、Onyx 4 • Bus のすべてのノブやボタン、接続端子類

について説明しています。

詳細のページのイラストでは各機能に番号が付けられて

います。ある機能について知りたい場合、イラストから機

能の番号を確認し、近くにある同じ番号のパラグラフをご

参照ください。

非常に重要な情報、または Onyx 4 • Bus
に特有であるため、注意が必要な情報

の横に置かれるアイコンです。必ず目

を通し、記憶しておきましょう。卒業

試験に出題されるかもしれません！

このアイコンのあるパラグラフでは、

機能または実践的なテクニックを細か

く説明しています。特別に重要である

わけではありませんが、有用な知識と

なることでしょう。

接続コネクタについて ...
付録 B では、XLR コネクタ、バランスコネクタ、アンバ

ランスコネクタ、特殊タイプのコネクタ（Y 字型ケーブル

に使用）について説明しています。

ウエブサイトの情報もご参照ください...  
 　www.mackie.com/jp

また、www.mackie.com/support/（英語）には数多くの質

問に対する回答を掲げています。FAQ（よく寄せられる質

問）セクションは私達のテクニカルサポートチームによる

長年の情報の蓄積です。

マニュアルに使用されるプロフェッショナルな用語につ

いては www.mackie.com/support/Glossary/（英語）で説明し

ています。

Mackie ユーザーのコミュニティーであるオンライン

フォーラム（英語）もご活用ください。

 

保険請求やテクニカルサポート、返品などに備えて、以

下の欄に必要事項をお控えください。

シリアルナンバー：

 
販売店名： 
 
 
ご購入日：

www.mackie.com/jp
www.mackie.com/support/
www.mackie.com/support/Glossary/
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クイックスタート
必ずお読みください！

マニュアルなんて読んだこともない！

とおっしゃる方も、ご使用を開始する

前に、このページだけは必ずお読みく

ださい。お願いするのはそれだけです。

それほどに重要です！

ゼロコンソール
1. 各チャンネルの GAIN、AUX、フェーダーを下げ、EQ

と PAN コントロールをセンターに合わせてください。

2. すべてのプッシュ式ボタンスイッチを「アップ」の位

置（押し込まれていない状態）にしてください。

3. マスターセクションでは、すべての回転式ノブを最小

値に、スイッチを「アップ」にしてください。フェーダー

は完全に下げてください。

4. POWER スイッチをオフにします。

接続
Onyx 4 • Bus のどこに何を接続すべきか、すでにお分か

りであれば、ここでインプットやアウトプットにお望みの

接続をして頂いて構いません。サウンドの確認だけを行う

場合には、以下の手順に従ってください：

1. マイクロフォンなどのサウンドソースをチャンネル 1
の MIC または LINE インプット [73/74] に接続します。

2. 取り外し可能な電源コードを本体とコンセントに差し

込み、Onyx 4 • Bus の POWER スイッチ [90] をオンに

します。

3. Onyx 4 • Bus の MAIN OUTS [82]（リアパネルの XLR
コネクタ、または 1/4インチ TRS コネクタ）とアンプ、

またはアクティブスピーカーをケーブルで接続します。

4. アンプとスピーカーを接続し、アンプの電源を投入し

ます。アンプにレベルコントロールがある場合、何で

あれ、製造元の推奨値に合わせてください（おそらく

最大ではありません！）。

レベル設定
チャンネルの GAIN コントロールを設定する際、 実際に

はミキサーの出力を聞く必要はありません。けれどもレベ

ルの調整中にサウンドを耳で確認するのであれば、フロン

トパネルの PHONES 端子 [46] にヘッドフォンを接続し、

PHONES ノブ [47] を、およそ全体の 1/4の位置まで上げ、

SOLO LEVEL [49] をセンター付近に設定してください。

各チャンネルに対して（1チャンネルごとに）以下の手

順を実行してください。

1. チャンネルの PFL [18] ソロスイッチを押し込みます。

2. そのチャンネルに接続されたソース（インストゥルメ

ント、ボーカルマイク、CD プレイヤーやテープレコー

ダーなどのラインレベルのソースなど）を演奏します。

通常の使用と同じボリュームで演奏するようご注意く

ださい。ここでボリュームが異なると、後ほど作業の

途中で再調整が必要となってしまうでしょう。

3. MAIN MIX メーター左側の LED 表示がなるべく「0」
近辺に留まるように、そして「+10」より上には達し

ないようにチャンネルの GAIN [4] コントロールを調整

します。

4. EQ を適用する場合、ここで EQ 調整を行い、手順 3
に戻ります。EQ IN/OUT ボタン [11] を押し込むこと

を忘れないでください。さもないと EQ コントロール

を操作しても何の変化もありません。

5. このチャンネルの PFL ソロスイッチを、アップ（押し

込まれていない状態）に戻します。

6. 以上の手順を各チャンネルごとに行います。

テストミックス
1. マイクをチャンネル 1に接続し、キーボード（あるい

はギター、その他のインストゥルメント）をチャンネ

ル 2に接続します。両チャンネルの「レベル設定」（上

記手順）を済ませておきます。 

2. 両チャンネルのフェーダーの横にある MAIN MIX アサ

インスイッチ [17] を押し込み、両チャンネルのフェー

ダー [15] を「U」のマークに設定します。左右の MAIN 
MIX [72]フェーダーを徐々に持ち上げていくと、スピー

カーからサウンドが再生されます。快適な音量に調整

してください。

3. スターのように歌い、演奏してください！チャンネル

1と 2のフェーダーを操作し、声と楽器のバランスを

調整してオリジナルのミックスの出来上がりです！

賢者の豆知識
•  音響的に最高のパフォーマンスを得るには、各チャン

ネルと MAIN MIX のフェーダーを「U」（ユニティーゲ

イン）のマークに近い位置に保ってください。

•  Onyx 4 • Bus に接続を行う際には、必ず前もって MAIN 
MIX フェーダーと GROUP フェーダー、そして MONI-
TOR ノブを下げておいてください。

•  接続された機器の電源を落とす場合には、最初にアン

プをオフにしてください。逆に、電源を投入していく

場合には、アンプを最後にオンにします。

•  長時間、大音量で音楽を聞くことはおやめください。

聴力低下を防止するため、安全基準の情報（2ページ）

をご確認ください。 

•  外箱と梱包材は保存しておきましょう！いつか必要に

なるかもしれません。そんな時に無駄な出費を省くこ

とができます。

クイックスタートの章はここまでです。続く章では典型

的な接続例をご紹介します。実際に Onyx 4 • Bus を活用す

る際の参考となるでしょう。その後、ミキサーの詳細（ノブ、

ボタン、入出力端子などすべて）に関する長いツアーが始

まります。時間のある時で構いません。じっくりと、すべ

ての機能説明をお読みください。何か疑問点がある場合に

も、その答は必ずどこかに見つかることでしょう。
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Onyx 24•4：クラブでのライブミックスとマルチトラックレコーディング

このダイアグラムは、 DIRECT OUTを使用してライブのマルチト
ラックレコーディングを行う場合の接続方法をデモンストレー
ションしています。DIRECT OUTからは、各チャンネルのダイレ
クトアウト信号（アナログバランス、プリ EQ）、が出力されます。
マトリクス出力はバックアップのステレオレコーディングに使用
されています。

ステージモニターに使用する Aux センド 4のインサート端子には
グラフィックイコライザー（モニター専用のインライン EQ）が
接続されています。Aux センド 5と 6は IEM システムに利用し
ています。Aux センド 3はステレオエフェクトプロセッサーに接
続され、エフェクトの出力はミキサーのステレオリターン端子に
よって戻されています。

ステレオコンプレッサー

モノコンプレッサー

マルチエフェクト
プロセッサー

キーボードまたはシンセサイザー

ボーカルマイク

Out

In

Out

In

Out

In

ステレオ
ギターエフェクト

ベースギター

ベースアンプ

ギターアンプ

MP3プレーヤー

Line Out

エレクトリック
ギター

エレクトリック
ギター DI Box

Line Out
DI Box

DI Box
DI Box

ヘッドフォン

デジタルマルチトラック
ハードディスクレコーダー

SELECT SELECT SELECT SELECT 

ステレオ
パワーアンプ

In (録音)

サブウーファー PA スピーカー

ステレオクロスオーバー

ステレオ
パワーアンプステレオレコーダー

Out
In

Out
In

Out
In

モノパワーアンプ

ステージモニター
モノEQ

ステレオインイヤーモニター
システム(IEM)

ステレオEQ
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Onyx 24•4：ステージのモニターミックス

Onyx 4 • Bus の自由度の高さを利用して複数のモニターミックスを作成しています。 Aux 1から 4はフ
ロアウェッジに 4系統のモニターミックスを、Aux 5と 6は IEM（インイヤーモニター）に 1組のス
テレオモニターミックスを供給しています。Aux インサートを利用して各モニターセンドにインライ
ングラフィックイコライザーを接続することも可能です。ソロや各モニターミックスを確認するため
に、モニター出力端子に 1台のスピーカーが接続されています。トークバックマイクに声を向けると、
Aux センドのモニターを通じて演奏者に話しかけることができます。

ステレオコンプレッサー

モノコンプレッサー

キーボードまたはシンセサイザー

ボーカルマイク
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ステージモニター
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マイク
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システム(IEM)
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Onyx 24•4：コンピュータレコーディング

ステレオコンプレッサー

モノコンプレッサー
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スタジオ用
パワードモニター
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このダイアグラムでは、チャンネル 9から 24のダイレクトアウトが DAW
（デジタルオーディオワークステーション）のオーディオインターフェー
スに接続されています。ドラムのマイクはグループ 1から 4にサブグルー
プとしてまとめられ、インターフェースを経由してレコーディングするこ
とが可能です。

マスターミックス再生を目的として、DAW から 2トラックが Onyx 24 • 4
のステレオリターンに戻されています。

Aux 5 と 6 はヘッドフォンアンプ用のステレオモニターミックスです。
Aux 5と 6のインサートにはヘッドフォンモニター専用のステレオグラ
フィックイコライザーが接続されています。
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Onyx 24•4：礼拝堂での設営

礼拝堂での接続例です。Onyx 4 • Bus は、ステージモニターやインイヤーシステム、補助リスニング
システムなど、色々に活用できる Aux センドを数多く装備しています。メイン PA スピーカーによっ
てうまくカバーすることのできない礼拝堂の前から数列のために用意したフロントスピーカーには、
MONO アウトを使用しています。ステレオグラフィックイコライザーがメインインサートに接続され
ています（内蔵コンプレッサー / リミッターがメインミックスに適用され、システムを防護しています）。
Aux 6はサブウーファーにシグナルを供給し（パワーアンプまたはサブウーファーの内蔵ローパスフィ
ルターを使用します）、Matrix A と B 出力はバルコニーと託児所のためのカスタムミックスとして使用
しています。

サブウーファー

Out

In

Out
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Out

In

Line Out
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Line Out
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DI Box
DI Box

ヘッドフォン

デジタルマルチトラック
ハードディスクレコーダー

SELECT SELECT SELECT SELECT

ステレオレコーダー
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ボーカルマイク
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ギターアンプ

エレクトリック
ギター

エレクトリック
ギター

ステレオコンプレッサー

モノコンプレッサー

モノパワーアンプ
ステージモニター

モノEQ

ステレオインイヤーモニター
システム(IEM)
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モノチャンネルストリップ
Onyx 4 • Bus のチャンネルストリップは、Onyx 24 • 4で

モノチャンネル× 20とステレオ× 2、Onyx 32 • 4でモノチャ

ンネル× 28とステレオ× 2となっています。各モノチャ

ンネルにはマイクとラインの入力コネクタが 1つずつ、外

部シグナルプロセッサーを接続するインサート端子が 1つ
用意されています。

1. PAD スイッチ 
多くの場合、この PAD を押し込む必要はありませんが、

例えば、一般のものに比べて高い出力のマイクを使用する

場合、GAIN コントロールをかなり下げる必要があるかも

しれません。そんな場合にこの PAD スイッチを押し込ん

でください。マイクプリアンプのインプットに 20 dBのパッ

ドが差し込まれ、プリアンプの過負荷を防いでよりスムー

ズなゲインコントロールが可能になります。

2. ローカットスイッチ
ローカット（ハイパスフィルターとも呼ばれます）のス

イッチをアクティブにすると、100 Hz 以下の低域周波数が

オクターブにつき 18 dB カットされます。 

ドラムのキック、ベースギター、シンセサイザーのベー

ス系パッチ、地鳴りの音などをマイクで集音する場合を除

き、マイク入力にはローカットフィルターの適用をお勧め

します。上記のもの以外では、この周波数帯域にあまり必

要なものはありません。フィルタリングを施すことによっ

て、より重要な低音域をシャキッと美味しいものに仕上げ

ることができます！また、ローカットフィルターはライブ

で生じ得るフィードバックの危険性を軽減するだけでな

く、アンプのパワーを維持する役割も果たします。 

ライブのボーカルには、LOW EQ とロー

カットフィルターを組み合わせて使用

すると良い結果が得られます。 一般的に

ボーカルには低域のシェルビング EQ が

欠かせませんが、LOW EQ のブースト

はステージ上の騒音やマイクに接触する

音やブレスのポップ音などを強調してしまうことにもなり

かねません。ローカットがこれらの障害を除去します。低

域を損なわず、LOW EQ による処理を安全に追加すること

が可能です。 

下のグラフは、LOW EQ とローカットのコンビネーショ

ンによる周波数のカーブを示しています。

3. 48V ファンタム電源スイッチ 
プロフェッショナルコンデンサーマイクの多くはファン

タム電源を必要とします。XLR マイクコネクタのピン 2と
3 を通じてマイクに低電流の DC 電

圧を供給する仕組みになっています。

ご使用のマイクにファンタム電源が

必要な場合、この 48V ボタンを押し

込んでください。ボタンのすぐ上の

LED が点灯し、チャンネルのファン

タム電源がアクティブになったこと

を示します。

Shure 社 の SM57 や SM58 な ど の

ダイナミックマイクはファンタム電

源を必要としません。通常、ファン

タム電源がダイナミックマイクにダ

メージを与えることはありませんが、

ファンタム電源がオンである時の接

続はお控えください。古いリボンマ

イクには特に注意が必要です。ファ

ンタム電源による危険性については、

ご使用のマイクのマニュアルで確認

してください。

ノート： スピーカーから接続ノイ

ズが再生されないように、 MAIN MIX
フェーダー [72] を完全に下げてから

マイクを接続してください（特にファ

ンタム電源がオンの場合）。

4. GAINコントロール
もしお読みでなければ、先へ進む

前に 5 ページの「レベル設定」をご

確認ください。

GAIN コントロールは、マイク入力

とライン入力の感度を調整するもので

す。ミキサー外部から送られる信号を、

ミキサー内部に適した操作レベルに合

わせる役割を持っています。

XLR 端子で接続を行った場合、ノ

ブを完全に左に回した状態で 0 dB の

ゲイン（ユニティーゲイン）、ノブを

右に振り切ると 60 dB のゲインとなり

ます（PAD スイッチを押し込んだ場合

の設定範囲は –20 dB から +40 dB）。

1/4インチ端子では、ノブを左に振

り切って20 dBのアッテネーション（抑

制）、最大では 40 dB のゲインとなり

ます。「U」（ユニティーゲイン）はお

よそ 10時の位置にマークされていま

す。

20Hz 100Hz 1kHz 10kHz 20kHz
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ローカットと Low EQ のブーストを併用
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9. LOW MID FREQ
上記、LOW MID EQ フィ

ルターの中心周波数を設定

するノブです。設定範囲は

100 Hz から 2 kHz までと

なっています。LOW MID 
EQ フィルターを適用する

周波数帯域をピンポイント

で定めることが可能です。

10. LOW EQ
シグナルを 80 Hz で最

大 15 dB ブーストまたは

カットするノブです。 中央

のツメの位置ではフラッ

ト（ブースト、カットなし）

となります。パンチのあ

るキックドラムやベース

ギター、ファットなシン

セサウンド、非常にセク

シーな男性シンガーの魔力

などの秘密は、この周波数

帯域にあります。

ヒント：ローカットスイッチを併用すれば、非常に低い

周波数帯域に存在する不必要な雑音を排除した上で、安全

に LOW EQ をブーストすることができます。

11. EQ IN/OUT スイッチ
EQ が必要ない場合、このスイッチをアップの位置にして

ください。信号は Perkins EQ 回路をバイパスし、EQ コント

ロールの設定はシグナルに影響を与えません。ハードウェ

ア的に正真正銘のバイパスとなります。シグナルに色付け

されることはまったくありません。スイッチング操作によっ

て EQ 適用のサウンドと EQ なしのサウンドを素早く比較す

ることが可能です。

Onyx ミキサーシリーズの EQ 回路は、

30年以上もの間、業界トップのオーディ

オエンジニアとして活躍し、長年に渡っ

て Mackie の素晴らしいパートナーでも

ある Cal Perkins 氏のデザインを元に、一

から再設計されたものです。 この「ネオ

クラシック」なデザインは、ブリティッシュEQ特有のスイー

トな音質を実現しています。最高級の Q と最小限のフェー

ズシフトを維持しながら、15 dB のブースト、カットが可能

です。自由度の高さと耳に優しいサウンドを保証します！

4 バンドのイコライザーは、LOW（シェルビング @80 
Hz）、LOW MID（ピーキング、モノチャンネルで 100 Hz
から 2 kHz でスイープ可）、HIGH MID（ピーキング、モノチャ

ンネルで 400 Hz から 8 kHz でスイープ可）、HIGH（シェル

ビング @12 kHz）となっています。

「シェルビング」は、特定周波数を上回る、または下回

るすべての周波数をカット、またはブーストすることを意

味します。例えば、LOW EQ ノブを右に振り切って「+15 
dB」にセットした場合、80 Hz 以下の周波数（耳で聞くこ

とのできない低域まで）がブーストされます。「ピーキング」

20Hz 100Hz 1kHz 10kHz 20kHz

–15

–10

–5

0

+5

+10

+15

High EQ

5. HIGH EQ
シグナルを 12 kHz で最

大 15 dB ブーストまたは

カットするコントロールで

す。ノブをセンター（中央

のツメ）に設定するとフ

ラットとなります。シンバ

ル特有の高音成分を強調す

る場合、またはキーボード

やボーカル、ギター、ベー

コンを焼く音！に全体的な透明感とエッジを加えるような

場合にはブーストしてください。歯擦音やテープヒスを抑

える場合はわずかにカットします。

6. HIGH MID EQ
MID はミドルレンジの

略です。FREQ ノブ（次項

の HIGH MID FREQ 参照）

に設定された周波数を中心

周波数として、15 dB まで

のカット、ブーストが可能

です。サウンドを特徴づけ

る成分の多くがミドルレン

ジに含まれているため、ミ

ドルレンジの EQ は一般的に最も躍動的な EQ と捉えられ

ています。HIGH MID EQのレンジ（400 Hzから 8 kHz）には、

女性ボーカルや多くの楽器の基音や倍音が含まれます。

7. HIGH MID FREQ
上記、HIGH MID EQ フィ

ルターの中心周波数を設定

するノブです。設定範囲は

400 Hz から 8 kHz までと

なっています。HIGH MID 
EQ フィルターを適用する

周波数帯域をピンポイント

で定めることが可能です。

8. LOW MID EQ
ミドルレンジ 2 つ目の

EQ コントロールです。　

FREQ ノブ（次項参照）に

設定された周波数を中心周

波数として、15 dB までの

カット、ブーストが可能で

す。レンジの下側の周波数

は 100 Hz です。男性ボー

カルやいくつかの中低音楽

器（ギターや大きめの金管楽器など）の基音がこのレンジ

に含まれます。 
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PAD 
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は特定周波数をピークに、周囲の周波数帯域に影響が及ぶ

こと（丘のようなカーブを形成）を意味します。

12. AUX センド
これらのセンドノブは、各チャンネルの信号の一部を分

岐し（プリまたはポストフェーダー）、外部のエフェクト

プロセッサー（ポスト）またはステージモニター（プリ）

へ送り出すためのものです。AUX センドレベルは各チャン

ネルの AUX ノブ（AUX 1 から 6）で調整します。全体的

センドレベルは AUX マスターノブ [55] で設定します。 

これらの用途は単にエフェクトセンド、モニターセンド

に限りません。ステレオインイヤーモニターミックスやレ

コーディングその他の別ミックス、あるいは放送局や会議

室での「マイナスミックス」など、幅広くご利用ください。

13. PAN
PAN ノブは右、そして左の出力に送られるチャンネル信

号の量を調整するものです。

PAN ノブを左に振り切って設定した場合、信号は MAIN 
LEFT（そして GROUP 1、3—GROUP ASSIGN スイッチの

設定による）へ送られます。 右に振り切った場合、信号は

MAIN RIGHT（そして GROUP 2、4—GROUP ASSIGN スイッ

チの設定による）へ送られます。  

コンスタントラウドネス

Onyx 4 • Bus の PAN コントロールは「コ

ンスタントラウドネス」という設計を

採用しています。この設計では、すで

にパンを左（または右）に振り切った

状態から、パンをセンターに動かした

場合、聴覚上の音量を同じに保つため、

シグナルは 3 dB 減衰します。センターでの明らかな音量の

増大を回避する仕組みです。

14. MUTE
各チャンネルを個別的にミュートするためのスイッチで

す。チャンネルのシグナルはすべてのグループ、メインミッ

クス、Aux センドバス（プリ *、そしてポストフェーダー）

から切断されます。MUTE スイッチを押し込んだ場合にも、

チャンネルをソロ（PFL）にすることは可能です。

* プリフェーダー Aux センドの内蔵ジャンパーがプリミュート 
に配線されている場合、MUTE スイッチはプリ Aux センドに

影響を及ぼしません（PRE/POST スイッチ [56] もご参照くだ

さい）。

15. チャンネルフェーダー
チャンネルのレベルをコントロールするフェーダーです。

設定範囲はオフから「U」のマークを経て 10 dB の追加ゲイ

ンまでとなっています。

「U」のマーク（ユニティーゲイン）

Mackie のミキサー

では、ほとんどの

レベルコントロー

ルに「U」のシン

ボルが付けられて

います。この「U」

はユニティーゲインの略で、シグナル

のレベルに変化のないことを意味して

います。入力信号を一度ラインレベル

に調整すれば、後はすべてのコント

ロールを「U」に設定するだけで信号

をミキサーの至る所で適切なレベルに

保つことが可能です。また、すべての

レベルコントロールの単位はデシベル

（dB）となっています。レベル設定を

変更する際にとても分かりやすいもの

となっています。

16. シグナルの LED
これらの LED が示すのはチャンネル

信号のレベルですが、これは GAIN コ

ントロールと EQ コントロールの後、

そしてチャンネルフェーダーの直前で

のレベルです。従ってフェーダーが完

全に下がっている状態でも、信号の存

在を確認することができます。

「レベル設定」の手順（5 ページ）

に沿った設定がお済みなら、「-20」と

「0」の LED が最も頻繁に光り、「+10」
がたまに点滅し、「OL」（オーバーロー

ド）はまったく点灯しないでしょう。

OL LED がしばしば点滅する場合、お

そらく信号はすでに歪んでいると思わ

れます。 GAIN コントロールを下げる

か、シグナルのソース側で出力レベル

を低くしてください。

GAIN INSERT LOW CUT EQ

EQ
IN/OUT MUTE フェーダー PAN 

ASSIGN

AUX SEND 1 
ノブ

"ポスト"
SIGNAL

"プリ" SIGNAL

AUX SENDS 2-6へ

内蔵ジャンパー

内蔵ジャンパー

ポスト
MUTEプリMUTEプリEQ

プリEQ

ポスト
EQ

ポストEQ

INPUT

DIRECT
OUT

AUX SEND 1バスへ
（ポストフェーダー）

AUX SEND 1バスへ
（プリフェーダー）

Aux「プリ vs ポスト」 
シグナルフローチャート
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17. 1-2/3-4、MAIN MIX スイッチ
各チャンネルのフェーダーの横には、チャンネルのアサ

インに関する 3つのボタンが並んでいます。これらのボタ

ンの設定、そしてチャンネルの PAN ノブの設定によって、

チャンネルのシグナルの行き先が決定します。PANノブ [13]
をセンターのツメに合わせた場合、GROUPS 1-2、3-4、そ

して MAIN MIX L-R の両サイド（左右）は同じレベルのシ

グナルを受信します。一方のサイドのみにシグナルを送る

場合には、PAN ノブをそちら側に振り切ってください。

例えばツートラックへのミックスダウンを行う場合、必

要なチャンネルの MAIN MIX スイッチを押し込んでくださ

い。それらのチャンネルのシグナルは MAIN MIX バスへ送

られます。また、いくつかのチャンネルをサブグループ

としてまとめる場合には、MAIN MIX スイッチではなく、

1-2、3-4 スイッチのどちらかを押し込んでください。シグ

ナルは対応するグループフェーダーへ送られます。ここか

らグループを MAIN MIX に戻すことが可能です（グループ

フェーダー横の MAIN MIX スイッチ [70] を押し込んでくだ

さい）。グループフェーダーは、まとめられたチャンネル

のマスターコントロールとして機能します。 

新たなトラックを作成したり、既存のトラックをバウン

スする場合にも、MAIN MIX スイッチではなく GROUP AS-
SIGN スイッチを使用します。けれどもこの場合、サブグルー

プは MAIN MIX バスに戻さずに、GROUP OUTS 端子 [85]
からマルチトラックレコーダーのインプットに送ります。 
チャンネルを DIRECT OUTS [76] 経由でレコーダーに送っ

てトラックを書き込む場合には、チャンネルのアサインス

イッチを設定する必要はありません。DIRECT OUTS 出力

はこれらのアサインスイッチの前から送られるためです。

18. PFL ソロスイッチ
とても便利なボタンです。任意のチャンネルのシグナル

を素早くヘッドフォン、またはモニター出力で確認するた

めに使用します（MAIN ミックスや GROUP ミックスにシ

グナルをルーティングする必要はありません）。ソロ機能

は通常ミックス時に各チャンネルのプレビューをする場合

や、セッション時に特定のチャンネルでどんなサウンドが

演奏されているのか？を確認する目的などに使用されま

す。同時に複数のチャンネルをソロに設定することが可能

です。この操作は MAIN OUT や GROUP OUT 端子の出力

にまったく影響を及ぼしません。

Onyx 4 • Bus は 2種類の「ソロモード」を用意していま

す。  PFL（プリフェーダーリッスン）は初期設定のソロモー

ドであり、各チャンネルやステレオリターンなどインプッ

トをソロにする場合に使用します。Aux センド、マトリク

ス、またはグループなどのアウトプットで AFL スイッチを

押すと、AFL（アフターフェーダーリッスン）モードがア

クティブとなります。PFL ソロモードは常にすべての AFL
ソロモードに優先します。どちらのモードがアクティブで

あるかは、SOLO メーターの下の RUDE SOLO の LED [43]
によって示されます。

ソロにされたチャンネルは、PHONES 出力、MONITOR
出力、そして MAIN MIX メーターへ送られます。PFL（プ

リフェーダーリッスン）モードの場合、チャンネルのシグ

ナルは GAIN と EQ コントロールの後、チャンネルフェー

ダーの前から PFL ソロバスへ送られ、レベルが左のメー

ターに表示されます。AFL（アフターフェーダーリッスン）

モードの場合、シグナルはポストフェーダーで送られ、両

側のメーターにレベルが表示されます。ミックスダウンで

のソロに最適です。

重要： PFL モードは、チャンネルの信号

をフェーダーの前から分岐します。チャ

ンネルフェーダーを「U」（ユニティー

ゲイン）よりはるかに下にセットした

場合にも、 PFL ソロはその設定とは無関

係にユニティーゲインの信号を PHONES 出力、MONITOR
出力へ送ります。従って PFL モードへ切り替えた場合、こ

れらの出力でびっくりするようなレベル（ブースト）が生

じることも考えられます。ご注意ください。

ステレオチャンネルストリップ
Onyx 4 • Bus ミキサーは、1/4インチ TRS ラインインプッ

トコネクタを 1組（左右）備えたステレオチャンネルのス

トリップを 2本用意しています。モノまたはステレオのラ

インインプットのチャンネルストリッ

プとして、または Aux センドに接続

された外部エフェクトデバイスから

の出力を戻す目的などに使用します

（外部イコライザーなどを使用する場

合に、STEREO RETURN より複雑な

ルーティングを組むことが可能です）。

モノチャンネル同様、多機能で便利な

チャンネルストリップです。

19. GAIN コントロール
もしお読みでなければ 5ページの

「レベル設定」をご確認ください。

GAIN コントロールは、マイク入力

とライン入力の感度を調整するもので

す。ミキサー外部から送られる信号を、

ミキサー内部に適した操作レベルに合

わせる役割を持っています。

ノブを左に振り切って 20 dB のアッ

テネーション（抑制）、最大では 20 
dB のゲインとなります。「U」（ユニ

ティーゲイン）はおよそ 12時の位置

にマークされています。

20. HIGH EQ
シグナルを 12 kHz で最大 15 dB

ブーストまたはカットするコント

ロールです。ノブをセンター（中央

のツメ）に設定するとフラットとなります。シンバル特有

の高音成分を強調する場合、またはキーボードやボーカル、

ギター、ベーコンを焼く音！に全体的な透明感とエッジを

加えるような場合にはブーストしてください。歯擦音や

テープヒスを抑える場合はわずかにカットします。

21. HIGH MID EQ
MID はミドルレンジの略です。2.5 kHz で 15 dB までの

カット、ブーストが可能です。サウンドを特徴づける成分

の多くがミドルレンジに含まれているため、ミドルレンジ

の EQ は一般的に最も躍動的な EQ と捉えられています。
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ボーカルや多くの楽器の基音や倍音

が含まれます。

22. LOW MID EQ
ミドルレンジ 2 つ目の EQ コント

ロールです。400 Hz で 15 dB までの

カット、ブーストが可能です。男性

ボーカルやいくつかの中低音楽器（ギ

ターや大きめの金管楽器など）の基

音がこのレンジに含まれます。

23. LOW EQ
80 Hz 以下を最大 15 dB ブーストま

たはカットするノブです。 中央のツメ

の位置ではフラット（ブースト、カッ

トなし）となります。パンチのある

キックドラムやベースギター、ファッ

トなシンセサウンド、非常にセクシー

な男性シンガーの魔力などの秘密は、

この周波数帯域にあります。

24. EQ IN/OUT
EQ が必要ない場合、このスイッチ

をアップの位置にしてください。信

号は Perkins EQ 回路をバイパスし、

EQ コントロールの設定はシグナル

に影響を与えません。ハードウェア

的に正真正銘のバイパスとなります。

シグナルに色付けされることはまっ

たくありません。スイッチをオンオ

フすると、EQ 適用のサウンドと EQ
なしのサウンドを素早く比較するこ

とが可能です。

25. AUX センド
センドノブは、各チャンネルの信

号の一部を分岐し、外部のエフェク

トプロセッサーまたはステージモ

ニターへ送り出すためのものです。

AUX センドレベルは各チャンネルの

AUX ノブ（AUX 1 から 6）で調整し

ます。全体的センドレベルは AUX マ
スターノブ [55] で設定します。

26. PAN
PAN ノブは右、そして左の出力に

送られるチャンネル信号の量を調整

するものです。ステレオチャンネル

の場合、PAN ノブは家庭用ステレオ

のバランスコントロールと同じよう

に機能し、パンを左に振ると右チャ

ンネルが抑えられます（逆も同様）。

27. MUTE
チャンネルをミュートするためのスイッチです。チャ

ンネルのシグナルはすべてのグループ、メインミックス、

Aux センドバス（プリ *、そしてポストフェーダー）から

切断されます。MUTE スイッチを押し込んだ場合にも、チャ

ンネルをソロ（PFL）にすることは可能です。

* プリフェーダー Aux センドの内蔵ジャンパーがプリミュート 
に配線されている場合、MUTE スイッチはプリ Aux センドに

影響を及ぼしません（PRE/POST スイッチ [56] もご参照くだ

さい）。

28. ステレオフェーダー
ステレオチャンネルのレベルをコントロールするフェー

ダーです。設定範囲はオフから「U」のマークを経て 10 dB
の追加ゲインまでとなっています。

29. シグナルの LED
チャンネルの左右のシグナルを合計したレベルを示す 

LED ですが、これは GAIN コントロールと EQ コントロー

ルの後、そしてチャンネルフェーダーの直前でのレベルで

す。従ってフェーダーが完全に下がっている状態でも、信

号の存在を確認することができます。

「レベル設定」の手順（5ページ）に沿った設定がお済み

なら、「-20」と「0」の LED が最も頻繁に光り、「+10」が

たまに点滅し、「OL」（オーバーロード）はまったく点灯し

ないでしょう。OL LED がしばしば点滅する場合、おそら

く信号はすでに歪んでいると思われます。 GAIN コントロー

ルを下げるか、シグナルのソース側で出力レベルを低くし

てください。

30. 1-2/3-4、MAIN MIX スイッチ
チャンネルのフェーダーの横には、チャンネルのアサイ

ンに関する 3つのボタンが並んでいます。これらのボタン

の設定、そしてチャンネルの PAN ノブの設定によって、チャ

ンネルのシグナルの行き先が決定します。

ステレオチャンネルは GROUPS 1-2、3-4、そして MAIN 
MIX へアサインできます。PAN ノブ [26] をセンターのツメ

に合わせた場合、左右のバランスは等しくなります。一方

のサイドのみにシグナルを送る場合には、PAN ノブをそち

ら側に振り切ってください。

31. PFL ソロスイッチ
モノチャンネルの PFL スイッチ同様、シグナルを MAIN

ミックスや GROUP ミックスにルーティングせずに、素早

くヘッドフォンまたはモニター出力で確認することを可能

にするスイッチです。プリフェーダーリッスンであるので

フェーダーが完全に下げられている場合でもステレオシグ

ナルを聞くことができます。モノチャンネルの PFL スイッ

チと異なり、ステレオチャンネルの PFL はステレオシグナ

ル（ポストパンコントロール）であるため、ヘッドフォン

やモニターにおける左右のステレオ音像は保持され、また

メーター両側にレベルが表示されます。

メーターの下の RUDE SOLO の LED [43] には、アクティ

ブなソロモードが示されます（PFL または AFL）。
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マトリクス、コンプレッサー、メーターセクション
コンプレッサーをコントロールするノブやスイッチは以

下の通りです：

36. THRESHOLD
受信シグナルのレベルがどれ位になったらコンプレッ

サーが作用し始めるかを設定します。単位はデシベルです。

設定範囲は –30から +10 dB までとなっています。

37. RATIO
入力シグナルがスレッショルド値を超えた場合、出力シ

グナルをどの位の比率で抑制するかを設定します。RATIO
コントロールの設定範囲は OFF（1：1）から LIMIT（∞：1）
までとなっています。例えば 2：1を設定した場合、スレッ

ショルドを超えた入力シグナルのレベルが 10 dB 増大する

と、出力シグナルは 5 dB 増大します。

LIMIT を設定した場合、コンプレッサーはピークリミッ

ターとして機能します。入力シグナルがスレッショルドを

超えると、出力レベルに変化はありません（出力シグナル

は初期アタックタイムの後、わずかに一度増大するのみ）。

32. MATRIX A/B インプットノブ
マトリクス A と B を利用すると、1から 4までのグルー

プと左右のミックス出力を材料に、異なるミックスを 2つ
（あるいはステレオミックスを 1つ）作成することができ

ます。単に 6個のインプットノブを調整してください。作

成したミックスは MATRIX A、B 端子から出力されます。

33. MATRIX A/B MASTER ノブ
MATRIX A、B 端子から出力されるシグナルの全体レベル

をコントロールするノブです。

34. AFL ソロスイッチ
マトリクスのシグナルを AFL スイッチによってヘッド

フォンまたはモニター出力で聞くことができます。このシ

グナルは上記 MATRIX MASTER の前から送られるので、

両方のマトリクス出力の相対的シグナルレベルを確認する

ことができます。

MATRIX AとBの両方のAFLスイッチを押し込んだ場合、 
ソロシグナルはヘッドフォン / モニター出力においてステ

レオとなります。両方のマトリクス出力で 1組のステレオ

ミックスとする場合に便利な機能です。

「PFL ソロモードは常に AFL ソロモードに優先する」と

いうことを思い出しましょう。モノまたはステレオチャン

ネルのどこかで PFL ソロスイッチが押し込まれると、AFL
ソロはヘッドフォン / モニター出力から切断され、PFL シ

グナルに置き換わります（メーターの下、RUDE SOLO の

LED にアクティブなソロモードが示されます）。

35. コンプレッサー / リミッター
コンプレッサーは、シグナルの瞬間的なピークを抑える

（またはピークがあるレベルを超えないようにする）ため

に使用するものです。コンプレッサーの入力レベルが増大

していった場合、コンプレッサーの出力レベルもそのまま

増大しますが、スレッショルドとして設定されたレベルを

超えると、出力レベルはある比率（レシオ設定）によって

抑制されます。レシオ設定が高いほど、入力レベルの増加

に比べ、出力レベルの増加の割合が少なくなります。

コンプレッサーは、個別のシグナル（ボーカルなど）ま

たはグループ化されたシグナル（ドラムなど）によく用い

られ、瞬間的なピークがミックスをざくざくと切り刻むこ

となく、それらのシグナルがスムーズにミックスに溶け込

むようにする役割をします。一方、リミッターは一般的に

「システムのリミッター」としてミキサーとアンプの間に

置かれます。これはアンプのクリップやスピーカーのオー

バードライブの回避を目的とするものです。

Onyx 4 • Bus の設計チームは、 THAT Corporation 社が新た

に開発したアナログ、ステレオのコンプレッサー / リミッ

ターチップを採用することにより、オンボードのコンプ

レッサー / リミッターが実現可能であると判断しました。

最終的にはスレッショルド、レシオ、ファスト / スローア

タックといった機能に加え、自動ゲイン補正機能（実際の

圧縮量に応じた適切なメークアップゲインを自動的に設

定）を与えられたコンプレッサーが実装されました。
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コンプレッサーを MAIN MIX、GROUP 1-2、GROUP 
3-4 にアサインする、または OFF（アサインなし）とする

スイッチです。

MAIN MIX にアサインした場合、信号の流れの中におい

てコンプレッサーは MAIN MIX フェーダーの後に挿入さ

れます。従ってこれは外部ダイナミックプロセッサーとし

て機能します。シグナルが THRESHOLD を超えた場合、

MAIN MIX フェーダーを持ち上げても出力レベルがそのま

ま増大することはありません（RATIO 設定による）。

GROUP ペアの 1つにアサインした場合、信号の流れの

中においてコンプレッサーは GROUP フェーダーの前に挿

入されます。この方法により、コンプレッサーをサブグルー

プにアサインされた 1つのチャンネルグループ（ドラムマ

イクなど）に適用し、コンプレッサー後のグループのレベ

ルを全体的にメインミックスに加えることが可能です。

39. FAST ATTACK
シグナルがスレッショルド値を超えた場合にコンプレッ

サーがどれほど素早く反応（作用）するかを設定するスイッ

チです。また、この設定はリリースタイム（スレッショル

ド値を下回った場合にどれほど素早く作用を停止するかの

設定）にも影響します。

コンプレッサーを使用するとポップノイズやブレスノイ

ズが目立つことがありますが、このスイッチをアップに設

定すると、それらのノイズが回避されるように全体的シグ

ナルレベルに応じたアタックタイムとリリースタイムが自

動的に設定されます。従って通常のライブやレコーディン

グではこのスイッチをアップに設定します。

けれども、より速いアタックタイム / リリー

スタイムが求められることもあるでしょう。

スネアのマイク録りで立ち上がりの鋭い瞬間

的なピークがコンプレッサーの反応以前にコ

ンプレッサーを通過してしまうような場合で

す。FAST ATTACK スイッチを押し込むと、こ

れらのピークに対するコンプレッサーの反応

は非常に素早いものとなり、ピーク間ではコ

ンプレッサー作用も素早く停止します。状況

に応じてどちらの設定が望まれるかを試して

みるのも 1つの手です。

40. BYPASS COMP
BYPASS COMP スイッチを押し込むとシグ

ナルはコンプレッサーをバイパスしますが、

メーターはコンプレッサーへ向かうシグナル

のレベルと、適用されるべきゲインリダクショ

ンの量を表示し続けます。ライブなどで実際

にコンプレッサーを適用する前にコンプレッ

サーの設定を行う際、またはコンプレッサー

の有無によるサウンドの比較をする際に便利

な機能です。

41. COMPRESSOR のメーター
INPUT メーターはコンプレッサーのインプットでのシグ

ナルレベルを表示します。THRESHOLD コントロールの設

定の参考にしてください。インプットレベルがスレッショ

ルド値を超えると、G.R.（ゲインリダクション）メーター

の光が下方向に走ります。これはシグナルに適用されるゲ

インリダクションの量を示しています。

ノート：COMP ASSIGN スイッチ [38] が OFF である時、

COMPRESSOR のメーターに表示はありません。

42. LEFT/RIGHT レベルメーター
Onyx 4 • Bus のレベルメーターは左右 2 列× 12 の LED

で構成されています。シグナルレベルは 3つのレンジ（3色）

に分けて示されますが、交通信号機の色分けを模倣したも

のとなっています！全体のレンジは、一番下の「-30」から

中央の「0」を経て、一番上の「+20」（CLIP）までとなっ

ています。「0」 LED の横には「0 dB = 0 dBu」と表示があ

りますが・・・

さて、2つの操作レベル 
+4（+4dBu=1.23V） 
-10（-10dBV=0.32V） 
についてあなたは何かご存知ですか？

これまでのミキサーは、メーターの相

対的な値である「0dB　VU（0VU）」に

何を採用しているかで 2つのタイプに分類することができ

ます。「+4型」のミキサーでは、 +4dBu のシグナルが流れ

るとメーターは 0VU を示します。「-10型」のミキサーで

は、 -10dBu のシグナルでメーターが 0VU を示します。それ
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では 0VU が実際に 0dBu を意味することはないのでしょう

か？いいえ、Mackie がそれを成し遂げました！

Mackie ミキサーではすべてがそのままに示されます。0 
dBu（0.775 V）の出力は、メーターにおいて 0 dB VU と表

示されます。これ以上分かりやすいことがあるでしょう

か？ この方式が世界標準となることが望まれます。

Onyx 4 • Bus の幅広いダイナミックレンジのおかげで、

メーターに示されるピークが -20 dB から +10 dB の中に収

まれば、素晴らしいミックスを完成させることが可能です。

ただ、多くのアンプは +10 dBu でクリップを生じます。あ

る種のレコーダーもそのレベルを許容しません。従って現

実的にはピークを 0 dB から +10 dB の間に設定するとよい

でしょう。

オーディオメーターは、レベルがあなたの敷地からはみ

だしていないことを確認する単なるツールです。ですから、

お好きなら別ですが、常に目が腫れるほど注視している必

要はありません！

ノート：AFL または PFL ソロスイッチが押し込まれてい

る場合、L/R メーターはソロレベルを表示します。

43. RUDE SOLO ライト
これらの LED の点滅は、どこかのチャンネルがソロと

なっていることを知らせています。PFL/AFL ボタンの横の

LED を補佐する役目を果たします。緑色の LED の点滅は

PFL ソロモードが、琥珀色の LED の点滅は AFL ソロモー

ドがアクティブであることを表します。ソロインジケー

ターのないミキサーでは、ソロ状態にいることを忘れてし

まい、ミキサーが壊れてしまったと考えてしまうことがあ

るかもしれません。 Mackie のミキサーではそのようなこと

がありません。夜中の 3時頃、マルチトラックがワイルド

にプレイバックしているのにサウンドがモニターできない 
・・・なんてことはありません！

44. POWER インジケーター
Onyx ミキサーに電源が接続され、POWER スイッチが

オンとなっていることを示す LED です。

45. LAMP コネクタ
メス BNC コネクタです。12V の DC を各種グースネック

のランプに供給します。推奨グースネックランプ（BNC コ

ネクタの 12V ランプ）に関しては、Mackie 取扱店までお

問い合わせください。

46. PHONES 端子
ステレオヘッドフォンを接続する 1/4インチ TRS 端子で

す。 MONITOR 出力 [78] にルーティングされているものと

同じものがここから出力されます。ボリュームは PHONES
ノブ [47] で調整できます。 

注意：このヘッドフォンアンプは、標準的なヘッドフォン

の場合、非常に高いレベルの音量を生じ得る設計になって

います。これは誇張ではありません！過度に大きな音量は

聴覚に深刻なダメージを与えかねません。ヘッドフォンに

よっては中間的な設定でも痛いほどの音量となりますので

ご注意ください！ヘッドフォンを PHONES 端子に接続す

る前に、必ず PHONES レベルを完全に下げておいてくだ

さい。ヘッドフォンを装着するまでそのままににしておき

ます。そして少しずつボリュームを上げていきましょう。

何故ですって？「聞く耳を持たずにして一人前になれず」

です！ 

PHONES/MONITOR、SOLO、
MONO、TALKBACK セクション

47. PHONES レベルノブ
ヘッドフォンステレオ出力 [46] でのシグナルレベルを調

整するノブです。

48. MONITOR レベルノブ
MONITOR 出力 [78] でのシグナルレベルを調整するノブ

です。

49. SOLO LEVEL ノブ
SOLO LEVEL ノブは、MONITOR [78] と PHONES [46] 出

力に送られるソロシグナルのボリュームを調整するもので

す。このノブは上記 MONITOR と PHONES レベルコント

ロールとは独立したものであり、また、それらに先立って

位置するものです。

PFL ソロモードと AFL ソロモード、両方のモードのソロ

シグナルのレベルをコントロールします。SOLO LEVEL ノ

ブを利用すると、MONITOR と PHONES 出力でのソロのレ

ベルとメイン（またはテープなど）のレベルのバランスを

図ることができます。

50. MONO レベルノブ
左右メインミックス出力に加え、Onyx 4 • Bus にはモノ

ラルの出力が 1つ用意されています。左右メインミックス

のシグナルはモノに合計され、MONO OUT [84] へ送られ

ます。その出力レベルはこのノブで調整します。

51. MAIN TO MON スイッチ
このスイッチを押し込むと、すべてのソロが非アクティ

ブである場合に、ステレオ L/R メインミックス（ポスト

フェーダー）のシグナルがモニター出力とヘッドフォン出

力に接続されます。モニター出力とヘッドフォン出力のス

テレオ L/R メインミックスは、どこかで PFL または AFL
ソロがアクティブになると同時にソロシグナルと入れ替わ

ります。

ノート：MAIN TO MON スイッチを押し込んだ場合にも、

PFL ソロモードは AFL ソロモードに優先されます。
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トークバックはエンジニアが演奏者とコミュニケーショ

ンを交わすための仕組みです。交信には AUX 1-6 [87] セン

ドまたは MAIN L/R [82] 出力を利用します。トークバック

を行うには、外部マイクをリアパネルの TALKBACK MIC IN 
XLR [81] コネクタに接続してください。

52. TALKBACK ASSIGN スイッチ
トークバックシグナルを各出力にルーティングするス

イッチです。出力先は、AUX 1-2、AUX 3-4、AUX 5-6、そ

して MAIN MIX 出力です。ライブでは 1組の Aux センドを

使用し、モニター（フロアウェッジまたはインイヤーモニ

ター）を通してステージのミュージシャンに話しかけるの

が一般的です。

複数の TB ASSIGN スイッチを同時に押し込んでも構い

ません。トークバック信号はスイッチが押し込まれたす

べての出力へ送られます。すべてのスイッチがアップポ

ジションになっている場合には、トークバック信号はどこ

にも届きません。「何故、みんな無視しているのだろう？」

なんてことのないように・・・

53. TALKBACK レベルノブ
AUX または MAIN L/R 出力に送られるトークバック信号

のレベルをコントロールします。

54. TALKBACK スイッチ
これはラッチ式のスイッチです。すなわち、スイッチが

押し込まれると継続的にオンとなります。その間、TALK-
BACK ASSIGN スイッチ [52] で設定した場所にトークバッ

ク信号が送られます。スイッチをもう一度押してアップ状

態にするとトークバック回路はオフになります。スイッチ

上の LED の点灯は、現在 TALKBACK がアクティブである

ことを示しています。

Aux セクション
AUX SEND MASTERS と STEREO RETURNS が含まれ

るセクションです。この部分は少し複雑に思われるかもし

れません。そこで予備知識として、Aux センドと Aux イン

プットの全体像について少し記しましょう。

まず、センドは出力であり、リターンは入力です。 AUX
ノブ [12/25] の設定に応じてチャンネルから分岐した Aux 
センド信号は、他のチャンネルの Aux センド信号とミック

スされた後、AUX SEND 端子 [87] に到達します。

AUX SEND 端子はリバーブやディレイなど外部のエフェ

クトプロセッサーに信号を供給します。そして外部プロ

セッサーの出力（モノまたはステレオ）は、STEREO RE-
TURN 端子 [80] を通じてミキサーに戻されます。戻された

信号は STEREO RETURN LEVEL コントロール [64] を経

由し、最後に MAIN MIX バスに辿り着きます。

つまり、オリジナルの「ドライ」なサウンドはチャンネ

ルから MAIN MIX に送られ、エフェクト処理を施された「ウ

エット」なサウンドは STEREO RETURNS から MAIN MIX
に戻されます。ドライとウエットがミックスされることに

よって素晴らしいサウンドを生み出します！

また、例えばモニターミックスをステージのモニターシ

ステムに送るという目的で AUX SENDS を使用することも

可能です。この用途では、STEREO RETURNS が信号の

リターンに用いられることはありませんが、この端子を追

加のステレオ入力として利用することもできます。

Aux センドマスターセクション

55. AUX SEND MASTERS
AUX SEND MASTERS ノブは、各チャンネルの AUX 

SEND 信号が AUX SEND 出力 [87] に到達する直前に、AUX 
SEND 信号のレベルをまとめて調整するものです。このノ

ブの設定範囲は、∞（オフ）から +15 dB（右に振り切った

状態）までとなっています。 

ステージモニターの用途では、リハーサルでボーカリス

トがあなたを見ながらステージモニターを指し、親指を立

てた場合に、このノブを右に回しましょう（親指が下を向

いていたら左に回しますが、そういうことは滅多にありま

せん！）。

56. PRE/POST スイッチ
Aux シグナルをプリフェーダーまたはポストフェーダー

に切り替えるスイッチです。

PRE/POST スイッチをアップに設定した場合、Aux セン

ドはプリフェーダーとなります。一般的に、これは Aux シ

グナルを別ミックスとしてモニター（ステージ上のウェッ

ジモニターやインイヤーモニターなど）に送信する場合に

用いられるモードです。チャンネルフェーダーを操作して

メインの PA スピーカーでのバランスを変更した際にも、

モニターミックスに影響は及びません。

PRE/POST スイッチを押し込むと Aux センドはポスト

フェーダーとなります。Aux センドをエフェクトプロセッ

サーに送信する場合の一般的モードです。このモードにお

いて、フェーダー設定に変更を加えると、メインミックス

に向かうシグナルの量に比例してエフェクトプロセッサー
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61. BREAK （TAPE TO MAIN）
CD/TAPE で受信するシグナルをメイン出力にルーティン

グするスイッチです。スイッチを押し込むと、実際にメイ

ンミックスはメイン出力から切断され、CD/TAPE シグナル

に置き換わります。これを利用すると、ライブの休憩時間

の BGM をスムーズにスタートさせることが可能です。大

急ぎですべてのチャンネルをミュートしたり、すべてのチャ

ンネルのフェーダーを下げたりする必要はありません！

BREAK の接続ポイントは MAIN INSERTS、COMPRES-
SOR（選択されている場合）、そして MAIN MIX フェーダー

の前となります。

62. STEREO RETURNS AUX センド
STEREO RETURNS シグナルの一部を AUX 1-4 に送る

ノブです。お望みなら、1台のエフェクトを通過したシグ

ナルを他のエフェクトに送信したり、モニターミックスに

エフェクトサウンドを加えたりすることが可能です。ある

いは STEREO RETURNS を 1組のステレオインプットと

して利用し、そのインプットシグナルを外部プロセッサー

やステージモニターに送ることもできます。

フィードバックループに関する注意：

Aux センドのシグナルを外部プロセッ

サーにルーティングし、プロセッサー

の出力を STEREO RETURNS で戻す、

というのは非常に一般的なテクニック

ですが、Onyx 4 • Bus の場合、STEREO RETURNS にも

Aux センドが備えられています。STEREO RETURNS のシ

グナルを、同じ STEREO RETURNS を経由して戻されて

いる Aux センドに送ってしまうと、フィードバックループ

が生じてしまいます。その場合、システム全体にハウリン

グが発生し、その後、オーディエンスからはブーイングの

嵐が巻き起こります！ STEREO RETURNS の Aux センド

には注意が必要です！

へ向かうシグナルの量も変化します。結果的に「ドライ」

と「ウエット」のサウンドのバランスが保たれます。

工場出荷でプリフェーダー Aux センドはポスト EQ と

なっていますが、必要であれば、各チャンネルに用意され

た内部のジャンパーを変更してプリ EQ とすることも可能

です。この変更にはハンダの技術が多少必要となります。

まずテクニカルサポートにご連絡頂き、プリフェーダー

Aux センド EQ ジャンパーの詳細な位置などについて情報

を得てください。

57. AFL ソロスイッチ
Aux センドシグナルを素早くヘッドフォン、またはモニ

ターアウトプットで確認するために使用するスイッチで

す。シグナルは Aux センドの GAIN コントロールの後から

送られています。従って各 Aux センドの相対的なレベルを

確認することが可能です。

メモ：繰り返しになりますが、PFL ソロモードは、常に

AFL ソロモードに優先します。モノまたはステレオチャン

ネルのどこかで PFL ソロスイッチを押し込むと、ヘッド

フォン / モニター出力の AFL ソロは切断され、PFL ソロに

置き換わります。どちらのモードがアクティブであるかは、

SOLO メーターの下の RUDE SOLO の LED によって示さ

れます。

58. MUTE
Aux センド出力をミュートするスイッチです。MUTE ス

イッチを押し込まれた Aux センドでもソロにすることは可

能です。

59. CD/TAPE レベルノブ
左右の TAPE IN 端子に接続されたシグナルのレベルをコ

ントロールします。このノブ以降、シグナルは MONITOR/
PHONES 出力（TO MON/PHONES スイッチ [60] が押し込

まれている場合）または MAIN OUT（BREAK スイッチ [61]
が押し込まれている場合）へ送られます。CD/TAPE レベ

ルノブを右に振り切ると 10 dB の追加ゲインが得られます。

60. TO MON/PHONES 
スイッチ

ソロスイッチがすべて非アクティブであ

る場合に、CD/TAPE で受信するシグナルを

モニター / ヘッドフォン出力にルーティン

グするスイッチです。どこかでソロがアク

ティブにされるとモニター / ヘッドフォン

出力の MAIN MIX そして CD/TAPE シグナ

ルは直ちに PFL または AFL ソロに置き換

わります。
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各 STEREO RETURNS は 2つの Aux センドノブを備え

ていますが、SHIFT スイッチをアップポジションに設定し

た場合、ノブはシグナルを Aux 1 と Aux 2 に送信し、スイッ

チを押し込むと Aux 3 と Aux 4 に送信します。

64. STEREO RETURNS LEVEL ノブ
MAIN ミックスバスへ送られる STEREO RETURNS シ

グナルのレベルをコントロールするノブです。設定範囲

はオフから右に振り切って +10 dB の追加ゲインとなって

います。 

65. PFL ソロスイッチ
ステレオチャンネルの PFL スイッチ同様、シグナルを素

早くヘッドフォンまたはモニターアウトプットで確認する

ために使用するものです（MAIN ミックスにシグナルをルー

ティングする必要はありません）。プリフェーダーリッス

ンであるので、STEREO RETURNS レベルノブを完全に下

げていてもシグナルを確認することができます。STEREO 
RETURNS の PFL はステレオシグナルです。

ヘッドフォンやモニターにおける左右のス

テレオ音像は保持され、またメーター両側

にレベルが表示されます。

グループセクション
4つのグループ出力 [85] にシグナルを供給

する 4つのグループマスター（サブマスター）

がこのセクションに用意されています。

66. PAN
ノート：グループの PAN コントロールは 

MAIN MIX スイッチ [70] が押し込まれた場

合にのみ機能します。

PAN ノブは右、そして左の出力に送られ

るチャンネル信号の量を調整するものです。

PAN ノブを左に振り切って設定した場合、

信号は MAIN LEFT 出力へ、右に振り切って

設定した場合、信号は MAIN RIGHT 出力へ

送られます。

67. MUTE スイッチ
グループ出力をミュートするスイッチで

す。あるグループの MUTE スイッチを押し

込んだ場合にも、そのグループをソロにす

ることは可能ですが（後述の AFL ソロスイッ

チ [71] を参照）、シグナルは GROUP OUTS 
[85]、MAIN OUTS [82]（MAIN MIX ア サ イ

ンスイッチが押し込まれている場合）、MA-
TRIX OUTS [77]においてミュートされます。

68. GROUP フェーダー
グループのシグナルレベルをコントロールするフェー

ダーです。設定範囲はオフから「U」のマーク（ユニティー

ゲイン）を経て最大10 dBの追加ゲインまでとなっています。

69. シグナルの LED
GROUP フェーダーの後、MUTE スイッチの前におけ

るグループのシグナルレベルを示します。従って GROUP
フェーダーが下げられている場合、シグナルの LED に点灯

はありません。

70. MAIN MIX アサインスイッチ
このスイッチを押し込むとグループシグナルは左右の

MAIN OUTS に送られます。PAN コントロールがセンター

に位置している場合、シグナルは左右の出力に等しく送ら

れます。

シグナルはグループのインサート、フェーダー、MUTE ス

イッチの後から MAIN OUTS へ送られます。
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71. AFL ソロスイッチ
グループシグナルを素早くヘッドフォン、またはモニ

ターアウトプットで確認するために使用するスイッチで

す。シグナルはグループのフェーダーの後、MUTE スイッ

チの前から送られています。従って、ミュートされている

場合でも各グループの相対的なレベルを確認することが可

能です。

2つの連続する奇数 / 偶数のグループ（すなわち 1と 2、
3と 4）の AFL スイッチを押し込むと、ソロシグナルはヘッ

ドフォン / モニター出力でステレオとなります。1組のペ

アのグループセンドをステレオのモニターシステムに使用

するような場合に便利です。

繰り返しになりますが、PFL ソロモードは、常に AFL ソ

ロモードに優先します。モノまたはステレオチャンネルの

どこかで PFL ソロスイッチを押し込むと、ヘッドフォン /
モニター出力の AFL ソロは切断され、PFL ソロに置き換わ

ります。どちらのモードがアクティブであるかは、SOLO
メーターの下の RUDE SOLO の LED によって示されます。

72. MAIN MIX フェーダー
MAIN OUTS でのレベルをコントロールするマスター

フェーダーです。

PHONES/MONITOR セクションで MAIN TO MON [51] が
選択されている場合、MAIN MIX フェーダーは PHONES と

MONITOR 出力 [46/78] でのメインミックスレベルもコント

ロールします。

フェーダーを完全に下げると MAIN MIX はオフとなりま

す。「U」のマークはユニティーゲインを意味します。フェー

ダーを完全に持ち上げると 10 dB の追加ゲインが得られま

す。一般的にこのフェーダーは「U」のマーク近辺に位置し、

そのまま触れられずにいるのが望まれますが、曲のフェー

ドアウトやシステム全体のミュートの際には自由に操作し

てください。

リアパネル
Onyx 4 • Bus への接続はすべてリアパネルで行います

（ヘッドフォンとランプを除く）。

73. MIC インプット
メスの XLR 端子です。ほとんどの種類のマイクロフォ

ンからの入力信号（バランス）に対応します。マイクのプ

リアンプは、新開発の Onyx デザインとなっています。現在、

市場に流通するスタンドアローンタイプの高品質プリアン

プに匹敵する高い精度とヘッドルームを誇ります。

XLR 入力の配線は： 
 ピン 1 = シールド、またはグラウンド 
 ピン 2 = 正（＋、またはホット） 
 ピン 3 = 負（−、またはコールド）

チャンネルストリップの PAD スイッチ [1] がオンにされ

ていれば、MIC インプットでバランスラインレベルを入力

することも可能です（LINE インプットより低いインプッ

トインピーダンスです）。

74. LINE インプット
1/4インチ TRS の端子です。各種ソースからのラインレベ

ルの入力信号（バランスまたはアンバランス）に対応します。

バランス信号を LINE インプットに接続する場合、次の

ように配線を行ってください： 
 チップ = 正（＋、またはホット） 
 リング = 負（−、またはコールド） 
 スリーブ = シールド、またはグラウンド

アンバランス信号を接続する場合は、以下のような配線

を行ってください： 
 チップ = 正（＋、またはホット） 
 スリーブ = シールド、またはグラウンド
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これらの 1/4インチ TRS 端子は、各チャンネルのセンド

とリターンのポイントを外部機器に提供します。各チャン

ネルは、INSERT の端子を通してコンプレッサーやイコラ

イザー、ディエッサーやフィルターなどのシリアルエフェ

クトと個別に接続可能です。

インサートのポイントは、GAIN、ローカットコントロー

ルの後、EQ とフェーダーの前です。センド（チップ）はロー

インピーダンスであり、ほとんどのデバイスに使用できま

す。リターン（リング）はハイインピーダンスで、これも

ほとんどのデバイスに対応しています。

インサート端子用の特別なケーブルがあります。配線は

以下のようになっています：

チップ

ミキサーのチャンネル 
インサート端子の1つに接続

リング

チップ
リング

スリーブ

SEND（エフェクトへ）

RETURN（エフェクトから）

（TRSプラグ）

チップ = センド（エフェクトへ出力） 
リング = リターン（エフェクトより入力） 
スリーブ = 共通グラウンド 
 （シールドを 3つすべてのスリーブに接続）

外部デバイスをインサートするためだけでなく、このコ

ネクタをチャンネルのダイレクトアウトとして使用するこ

とも可能です。ポスト GAIN、ポストローカット、プリ EQ
のアンバランスのダイレクトアウト出力となります。リア

パネルの DIRECT OUTS もダイレクトアウト出力ですが、

そちらはポスト GAIN、ポストインサート、プリ EQ のバ

ランス出力となります。

INSERTS 端子の 3通りの使用法を示します：

ダイレクト出力（マスターへの信号切断なし）

最初のクリック音まで挿入

インサート端子

インサート端子

インサート端子

ダイレクト出力（マスターへの信号は切断）

2つ目のクリック音まで完全に挿入

エフェクトループに使用

（チップ=センド、リング=リターン）

モノプラグ

モノプラグ

ステレオプラグ

76. DIRECT OUTS
各 DB-25コネクタからは、8つのチャンネルのダイレク

トアウト（バランス）が出力されます。レコーダーなど

のアナログ入力に直接接続するように設計されています。

TASCAM 標準のピンアウト（Mackie D8B や DXB のアナロ

グカード、ハードディスクレコーダーなどに採用）でアナ

ログ信号を送信します。

DIRECT OUTS に現れる信号は、インプット GAIN コン

トロール、ローカットスイッチ、INSERTS 端子の後、EQ
の前から送られています。従ってライブなどでチャンネル

に EQ 処理を加え、チャンネルフェーダーをライブミック

スに適した位置に調整した場合にも、レコーダーに送られ

る信号に影響はありません。後日、ミックスダウンを行う

際の自由度はまったく損なわれません。
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ミキサー内部には、必要に応じて DIRECT OUTS をポス

ト EQ にするためのジャンパーがチャンネルごとに用意さ

れています。ただし、これを変更するにはハンダの技術が

必要となります。DIRECT OUTS のプリ / ポスト EQ ジャン

パーに関してはテクニカルサポートまでお問い合わせくだ

さい。

DIRECT OUT コネクタの配線については「付録 B」をご

参照ください。

77. MATRIX OUT
MATRIX A と B（バランスラインレベル）を出力する 1/4

インチ TRS 端子です。アンプやパワードスピーカー、ヘッ

ドフォンディストリビューター、録音機器などのインプット

に接続してください。

81. MON（ITOR）OUT
これらの 1/4インチ TRS 端子は、バランスラインレベル

のシグナルを出力します。PHONES/MONITOR セクション

で MAIN TO MON [51] を選択した場合、この端子から出力

されるシグナルを、もう 1つのメインミックスとして利用す

ることも可能です。それ以外では、ソロとされたチャンネル

をモニターするための端子となります。アンプやパワードス

ピーカー、ヘッドフォンディストリビューター、録音機器な

どのインプットに接続してください。

82. LEFT/RIGHT MAIN OUTS
左右のメインミックスを出力する 2組のアウトプットで

す。オス XLR コネクタはバランスラインレベルのシグナ

ルを、1/4インチ TRS コネクタはバランスまたはアンバラ

ンスのラインレベルシグナルを出力します。左右の XLR
コネクタは左右の 1/4インチ TRS コネクタとまったく同じ

シグナルを出力します。

ミキサーを流れる信号の最終地点であり、完成されたス

テレオミックス信号はこの端子から外の世界へと旅立ちま

す。メインアンプ、パワードスピーカー、あるいはグラ

フィックイコライザーやコンプレッサー / リミッター（メ

イン出力に内蔵コンプレッサーを使用しない場合）などの

シリアルエフェクトプロセッサーのインプットに接続して

ください。

83. MAIN INSERTS
これらの 1/4インチ TRS 端子には、コンプレッサーやイ

コライザー、ディエッサーやフィルターなどのシリアルエ

フェクトを接続します。インサートのポイントはミックス

アンプと BREAK スイッチ [61] の後、MAIN MIX フェーダー

と内蔵コンプレッサーの前です。インサートの接続法につ

いては、前ページの「INSERT 端子」をご参照ください。

84. MONO OUT
バランスのラインレベルシグナルを供給する XLR（オス）

端子です。左右の MAIN OUT シグナルのミックス（L ＋ R）
が出力されます。ステレオである必要がない別ミックスと

して、あるいはステレオミックスがモノラル環境で再生さ

れるとどうなるかを確認する場合などにご利用ください。

85. GROUP OUTS 1-4
1/4インチ TRS 出力端子です。バランスまたはアンバラ

ンスのラインレベルのシグナルを、接続された各種ライン

レベルデバイスに供給します。

86. GROUP SEND INSERTS
これらの 1/4インチ TRS 端子には、コンプレッサーやイ

コライザー、ディエッサーやフィルターなどのシリアルエ

フェクトを接続します。インサートのポイントはミックス

アンプの後、グループセンドマスター（そして内蔵コンプ

レッサー）の前です。インサートの接続法については、前

ページの「INSERT 端子」をご参照ください。
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1/4インチ TRS 出力端子です。バランスまたはアンバラ

ンスのラインレベルのシグナルを、接続されたエフェクト

デバイスあるいはステージモニターのアンプなどに供給し

ます。

88. AUX SEND INSERTS
これらの 1/4インチ TRS 端子には、コンプレッサーやイ

コライザー、ディエッサーやフィルターなどのシリアルエ

フェクトを接続します。インサートのポイントはミックス

アンプの後、Aux センドマスターと AFL ソロスイッチの前

です（従って Aux センドのソロ時に外部プロセッサーが消

えることはありません）。インサートの接続法については、

22ページの「INSERT 端子」をご参照ください。

89. 電源ソケット
標準 3 ピン IEC の電源コネクタを差し込むソケットで

す。取り外し可能な電源コード（Onyx 4 • Bus のパッケー

ジに同梱）をこのソケットに挿入してください。電源コー

ドのもう一方の側は AC コンセントに差し込みます。Onyx 
4 • Bus のパワーサプライは国際仕様となっています。100 
VAC から 240 VAC の間であれば、あらゆる AC 電圧に対応

します。電圧セレクトスイッチはありません。事実上、世

界のどこでも正しく動作します。私達はこれを「プラネッ

トアース」パワーサプライと呼んでいます！電圧の落ち込

みや突出も少なく、 また電磁気の絶縁や AC ラインノイズ

に対する防護も良好です。 

90. POWER スイッチ
説明はあまり要りません。POWER スイッチを「I」の側

に押し込むと Onyx 4 • Bus に電源が入り、フロントパネル

の POWER LED が点灯します。
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付録 A：サービス情報

保証について
Onyx ミキサーに異常があると思われた場合、修理を依

頼される前にできるだけのチェックを行ってください。

ちょっとしたことが原因で故障ではない場合もあります。

修理に出さずに済むかもしれません。

自明なものも含まれていますが、是非、以下のチェック

リストをご参照ください。

トラブルシューティング
電源が入らない ...
• いつものジョークですが：コードは接続されています

よね？

• 電源コードがしっかりと IEC ソケット [89] に差し込ま

れていますか？コンセント側もご確認ください。

• AC コンセントが正常であることを、テスターや電灯

などでお確かめください。

• リアパネルの POWER スイッチ [90] は、「I」の側（上）

が押し込まれていますか？

• フロントパネルの POWER LED [44] は点灯していま

すか？消灯しているなら、コンセントが生きているか

をご確認ください。

• ビル全体が停電していませんか？その場合は、電力会

社に復旧を要請してください！

• POWER LED が点灯しないが、コンセントは正常であ

る、という場合には Onyx 4 • Bus の修理が必要です。 ミ
キサー内部にお客様ご自身で修理できる部分はありませ

ん。次頁「修理」をご参照ください。

チャンネルに問題がある ...
• MUTE ボタン [14/27] が押し込まれていませんか？

• チャンネルの入力 GAIN コントロール [4/19] は上げら

れていますか？

• フェーダー [15/28] は上げられていますか？

• シグナルソースの出力に問題はありませんか？チャン

ネルのシグナルソースのレベルは、INPUT メーターの

LED [16/29]（チャンネルフェーダーの横）が点灯する

レベルに達していますか？

• チャンネルはどこかのバスにアサインされています

か？（GROUP ASSIGN または MAIN MIX ボタンは押

し込まれていますか？）

• チャンネルの INSERT 端子 [75] に何かが接続されてい

ませんか？一旦、すべてのインサートエフェクトの接

続を外してみてください。

• 同じシグナルソースを、まったく同じセッティングで

他のチャンネルで試してみてください。 

出力に問題がある ...
• 関連するレベルコントロールは十分に上がっています

か？

• MAIN OUTPUTS の一方に問題があるのなら、他方

のメイン出力の接続を外してみてください。例えば、

1/4 インチ LEFT MAIN OUT に異常がある場合、XLR 
LEFT OUTPUT の接続を外します。これで問題が解決

した場合ミキサーに異常はありません。

• ステレオペアの片側がおかしい場合、左右を入れ替え

てみてください。例えば左のアウトプットに問題があ

る場合、ミキサー側で左右のコードを差し換えます。

それでもまだ左側に異常がある場合、ミキサーの故障

ではありません。

音質に問題がある ...
• 入力端子はきちんと差し込まれていますか？

• 大音量で歪んでいる場合、チャンネルの入力 GAIN コ

ントロールを正しく調整してください。シグナルソー

スの出力レベルもご確認ください。

• 可能であれば、シグナルソースのデバイスにヘッド

フォンを接続して直接確認します。Onyx 4 • Bus 以前

のサウンドに異常があるかもしれません。

ノイズ、ハム ...
• STEREO RETURN LEVEL コントロール [64] を完全に

下げてみてください。ノイズが消えた場合、STEREO 
RETURNS [80] に接続されたデバイスに問題がありま

す。

• チャンネルフェーダーを 1つずつ下げていってくださ

い。どこかの時点でノイズが消滅した場合、ノイズは

そのチャンネルのシグナルソースから来ています。

• Onyx とシグナルソースを接続したケーブルをチェッ

クするため、ケーブルを 1本ずつ外してみてください。

どこかの時点でノイズが消滅した場合、そのケーブル

か、そのチャンネルのシグナルソースに問題がありま

す。

• すべてのオーディオ機器を同じ AC コンセントに接続

し、共通グラウンドとすると問題が解決する場合もあ

ります。
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日本仕様の Onyx 4 • Bus の修理は、ラウドテクノロジー

ズ日本支社もしくは提携サービスセンターにて行っていま

す。

Onyx 4 • Bus の修理 / メンテナンスが必要な場合は、次の

手順に従ってください。

1.  前頁のトラブルシューティングの内容をチェックして

下さい。

2.  テクニカルサポートに電話をするか、 
Support.Japan@mackie.com 
にメールをして「メンテナンス申込書」を請求してく

ださい。「メンテナンス申込書」に必要事項をご記入

の上、03-5225-6273へ FAX をしてください。折り返

し RA 番号と送付先のサービスセンターが記載された

修理受付票を FAX いたします。RA 番号はサービスセ

ンターへ送付される前に必ず取得してください。

3.  オーナーズマニュアルと電源コードは同梱しないでく

ださい。修理には必要がありません。

4.  本体を梱包材とともに製品パッケージに入れて、サー

ビスセンターへ送付してください。Mackie は輸送上の

ダメージを保証することができません。

5.  必ず、RA 番号が記載された修理受付票のコピーを同

梱してください。また送り状の通信欄にも、RA 番号

と商品名、シリアル番号を記載してください。RA 番

号のない修理品は受付することができません。

6.  保証内修理を行う場合には、販売店印とご購入日が明

記された保証書が必ず必要です。詳しくは、保証書に

記載されている保証規定をご参照ください。

R

問題が解決しない場合は ...
テクニカルサポートセンターにお電話ください。 
日本語 03-5225-6253（月〜金曜、9am 〜 6pm） 

英語 1-800-898-3211（月〜金曜、7am 〜 5pm PST） 
上記の時間外は、 

www.mackie.com/jp 
にアクセスしてサポートの項目をご覧頂くか、 

Support.Japan@mackie.com 
までメールをお寄せください。 
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付録 B：コネクタ
1/4インチ TS コネクタ
TS はチップ、スリーブの略語です。モノ 1/4インチフォー

ンコネクタの接続ポイントは 2つです。アンバランスのシ

グナルに用いられます。

スリーブ

チップ

チップスリーブ

チップ

スリーブ

1/4インチ TS アンバランス配線：

スリーブ = シールド 
チップ = ホット（＋）

RCAコネクタ
RCA のプラグはフォノ（phono）プラグとも呼ばれます。 こ
のタイプのコネクタは、家庭用ステレオやビデオ機器など

多くの場所に用いられています。アンバランスであり、電

気的には 1/4インチ TS フォーンと変わりません。

チップスリーブ

チップ

スリーブ

RCA アンバランス配線：

スリーブ = シールド 
チップ = ホット（＋）

ラインのアンバランス化
一般的にスタジオやライブの SR などでは、各種の機材に

バランスとアンバランスの入出力が混在していますが、多

くの場合、問題なく接続を行うことが可能です。

• バランス出力をアンバランス入力に接続する際は、 シ
グナルのハイ（ホット）同士が互いに接続されている

こと、そしてバランスシグナルのロー（コールド）が

アンバランス入力側でグラウンド（アース）に送られ

ることを確認してください。多くの場合、バランスの

グラウンド（アース）もアンバランス入力側でグラウ

ンド（アース）に接続されます。もしグラウンドルー

プの問題が発生したら、バランスの端でこの接続を切

断しておいてください。 

XLR コネクタ
モノチャンネルはマイクインプットに 3ピンメスの XLR コ

ネクタを採用しています。AES（Audio Engineering Society）
に準拠し、配線は以下のようになっています。

2

2

3 1

1

シールド

コールド

ホット

シールド

コールド

ホット

3

シールド

コールド ホット

3

2

1

XLR バランス配線：

ピン 1 = シールド 
ピン 2 = ホット（＋） 
ピン 3 = コールド（−）

1/4インチ TRS コネクタ
TRS は、チップ、リング、スリーブの略語です。ステレオ

1/4インチ、そしてバランスのフォーン端子の接続ポイン

トは 3つです。TRS コネクタはバランスシグナル、または

ステレオヘッドフォンに用いられます。

バランスモノ

スリーブ

チップスリーブ

チップ

リング

リング

チップ

スリーブ
リング

1/4インチ TRS バランス、モノ配線：

スリーブ = シールド 
チップ = ホット（＋） 
リング = コールド（−）

ステレオヘッドフォン

スリーブ

チップスリーブ

チップ

リング

リング

チップ

スリーブ
リング

1/4インチ TRS ステレオアンバランス配線：

スリーブ = シールド 
チップ = 左 
リング = 右
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グナルのハイ（ホット）同士が互いに接続しているこ

とを確認してください。 アンバランス側のグラウンド

（アース）は、バランス入力側でロー（コールド）と

グラウンド（アース）と配線されているべきです。グ

ラウンドループの問題が生じたら、アンバランス側の

グラウンド（アース）接続をバランス入力側のグラウ

ンド（アース）から切断し、アンバランス側のグラウ

ンドはバランス入力側のロー（コールド）のみに接続

しておいてください。

機器を接続していく中で、特殊アダプタを用意しなけれ

ばならない場合もあるでしょう。例えば、バランス XLR（メ

ス）をアンバランスの 1/4インチ TS フォーンプラグに接続

する必要があるかもしれません。音響機器取扱店には、様々

な種類のアダプタが販売されています。

Mackie のジャックは、バランス、アンバランス間の接続

も配慮して設計されています。例えば、1/4インチ TRS バ

ランス入力に 1/4インチ TS プラグが差し込まれると、自動

的に入力をアンバランスにして正しい接続を行います。こ

れとは逆に、1/4インチアンバランス入力に 1/4インチ TRS
プラグが差し込まれると、自動的にリング（ローまたはコー

ルド）はグラウンド（アース）に結びつけられます。

センド＆リターン 
TRSインサート端子

Mackie の単一端子によるインサートには、3芯の 1/4イ
ンチ TRS フォーンを使用します。これはアンバランスです

が、1つのコネクタでミキサー出力（センド）とミキサー

入力（リターン）、2つの信号を扱います。

スリーブは双方の信号の共通グラウンド（アース）です。

ミキサーからのセンドは、チップを通して外部機器に送ら

れ、リングからミキサーに戻ります。 

チップ

ミキサーのチャンネル 
インサート端子の1つに接続

リング

チップ
リング

スリーブ

SEND（エフェクトへ）

RETURN（エフェクトから）

（TRSプラグ）

インサート端子をセンドのみに使用
TS（モノ）1/4インチプラグを、Mackie のインサートジャッ

クに半分だけ（最初にカチッと音がするところまで）差し

込んだ場合、プラグはジャックのスイッチを作動させず、

回路のインサートループは開きません。従ってチャンネル

のシグナルは、そのままミキサー内を流れ続けます。

この仕組みにより、通常の操作を妨げることなく、ここ

からチャンネルまたはバスのシグナルを外部に供給するこ

とが可能です。

注意：ミキサーから分岐しているシグ

ナルをオーバーロード、またはショー

トさせないでください。内部信号に影

響が及びます。

2回目にカチッと音がするまで 1/4インチ TS プラグを差

し込むと、ジャックスイッチが開いてダイレクトアウトが

出力されます。この場合、信号はそのチャンネルから切断

されます。

ダイレクト出力（マスターへの信号切断なし）

最初のクリック音まで挿入

インサート端子

インサート端子

インサート端子

ダイレクト出力（マスターへの信号は切断）

2つ目のクリック音まで完全に挿入

エフェクトループに使用

（チップ=センド、リング=リターン）

モノプラグ

モノプラグ

ステレオプラグ

マルチとY字型ケーブル
マルチケーブルまたは Y 字型ケーブルを使用すると、パ

ラレル接続によって 1つの出力を複数の入力に送ることが

できます。アンバランス回路またはバランス回路、双方の

出力にマルチまたは Y 字型ケーブルを使用できます。

マルチまたは Y 字型ケーブルは、1 つ

の出力から複数の入力という方向のみ

に使用できるものです。複数の出力を 1
つにまとめる用途には使えません。ミ

キサーが必要となります。

Y 字型ケーブル



29Owner’s Manual

O
w

n
e

r’s M
a
n

u
a
l

DB25コネクタ
Onyx 4 • Bus のリアパネル、DIRECT OUTS のメス DB25

コネクタからは、すべてのモノチャンネルのダイレクトア

ウト（バランス）が出力されます。これらのコネクタは、

TASCAM DTRS レコーダーに見られるアナログ DB25コネ

クタ（TDIF ではありません）にピン単位で対応しています。

Mackie D8B のアナログカードやハードディスクレコーダー

なども同じピンアウトであり、このピンアウトはプロフェッ

ショナルオーディオ業界の標準となりつつあるものです。

Pin 1 + Ch 8
Pin 2 シールド Ch 8
Pin 3 – Ch 7
Pin 4 + Ch 6
Pin 5 シールド Ch 6
Pin 6 – Ch 5
Pin 7 + Ch 4
Pin 8 シールド Ch 4
Pin 9 – Ch 3
Pin 10 + Ch 2
Pin 11 シールド Ch 2
Pin 12 – Ch 1
Pin 13 N/C 

シ
グ
ナ
ル
の

詳
細

D
IR

E
C

T
 

O
U

T
S

 1
-8

D
IR

E
C

T
 

O
U

T
S

 1
-8

Pin 14 – Ch 8
Pin 15 + Ch 7
Pin 16 シールド Ch 7
Pin 17 – Ch 6
Pin 18 + Ch 5
Pin 19 シールド Ch 5
Pin 20 – Ch 4
Pin 21 + Ch 3
Pin 22 シールド Ch 3
Pin 23 – Ch 2
Pin 24 + Ch 1
Pin 25 シールド Ch 1

シ
グ
ナ
ル
の

詳
細

12345678910111213

141516171819202122232425

ホ
ッ
ト

コ
ー
ル
ド

グ
ラ
ウ
ン
ド

ホ
ッ
ト

コ
ー
ル
ド

グ
ラ
ウ
ン
ド

ホ
ッ
ト

コ
ー
ル
ド

グ
ラ
ウ
ン
ド

ホ
ッ
ト

コ
ー
ル
ド

グ
ラ
ウ
ン
ド

ホ
ッ
ト

コ
ー
ル
ド

グ
ラ
ウ
ン
ド

ホ
ッ
ト

コ
ー
ル
ド

グ
ラ
ウ
ン
ド

ホ
ッ
ト

コ
ー
ル
ド

グ
ラ
ウ
ン
ド

ホ
ッ
ト

コ
ー
ル
ド

グ
ラ
ウ
ン
ド

CH 1
CH 9
CH 17
CH 25
CH 33
CH 41

N/C

CH 2
CH 10
CH 18
CH 26
CH 34
CH 42

CH 3
CH 11
CH 19
CH 27
CH 35
CH 43

CH 4
CH 12
CH 20
CH 28
CH 36
CH 44

CH 5
CH 13
CH 21
CH 29
CH 37
CH 45

CH 6
CH 14
CH 22
CH 30
CH 38
CH 46

CH 7
CH 15
CH 23
CH 31
CH 39
CH 47

CH 8
CH 16
CH 24
CH 32
CH 40
CH 48

いくつかの業者がオーディオ用 DB25⇔ DB25ケーブル

を製造しています。 クロストークとノイズを減少するよう

な処置が施されています。

片側が XLR や 1/4インチ TRS または TS コネクタに分か

れている DB25ケーブルもすでに販売されています。詳し

くは Mackie 製品販売店にお問い合わせください。

R
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Onyx 4 • Bus の仕様

周波数特性 
Mic入力からMain出力（ゲイン@ユニティー）  
 +0、–1 dB、<10 Hz〜80 kHz 
 +0、–3 dB、<10 Hz〜120 kHz

ディストーション（THD & IMD）

Mic入力からMain出力（@ +4 dBu） 
 THD：  < 0.007% 20 Hz〜20 kHz  
  0.003% @ 1kHz typical 
 SMPTE IMD：< 0.005%（7 kHz/60 Hz、4：1）

ダイナミックレンジ

 >115 dB、Mic入力からMain出力

ノイズフロア

SN比： 
 –87 dBu（ref. +4 dBu、Mic入力からMain出力、 
 32 chとMain Mixのレベル@ユニティー）

 –89 dBu（ref. +4 dBu、Mic入力からMain出力、 
 24 chとMain Mixのレベル@ユニティー）

入力換算雑音（E.I.N.）、20 Hz〜20 kHz バンド幅、 
150Ωソースインピーダンス： 
 –129.5 dBu @ +60 dB ゲイン

Mic出力ノイズ： 
 Direct出力：–100 dBu（最小ゲイン）

残留出力ノイズ： 
 Main出力：–100 dBu 
 （チャンネルとMain Mixレベルオフ） 
 Main出力： 
 32•4：–83 dBu 
 （32 chとMain Mixのレベル@ユニティー） 
 24•4：–85 dBu 
 （24 chとMain Mixのレベル@ユニティー）

同相成分除去比（CMRR）
Mic入力： >70 dB @ 1 kHz、ゲイン@最大

クロストーク

近接入力： < –95 dB @ 1 kHz 
入力から出力： < –85 dB @ 1 kHz

入力ゲインコントロールレンジ

Mic入力： 0 dB〜+60 dB 
Line入力： –20 dB〜+ 40 dB、モノチャンネル

ファンタム電源

  +48 VDC

EQ
モノチャンネルEQ： 
　High： ±15 dB @ 12 kHz 
　High Mid： ±15 dB、スイープ（ 400 Hz〜8 kHz） 
　Low Mid： ±15 dB、スイープ（ 100 Hz〜2 kHz） 
　Low：  ±15 dB @ 80 Hz

ステレオチャンネル（Auxインプット）EQ： 
　High： ±15 dB @ 12 kHz 
　High Mid： ±15 dB @ 2.5 kHz 
　Low Mid： ±15 dB @ 400 Hz 
　Low：  ±15 dB @ 80 Hz

ミキサー定格出力

Main 出力： +4 dBu 
Aux センド： +4 dBu 
Group センド： +4 dBu 
Monitor 出力： +4 dBu 
Matrix 出力： +4 dBu 
最大定格出力： +21 dBu @ メインXLRとTRS 出力

最大入力レベル

Mic 入力： +21 dBu、ゲイン@ unity、パッドオフ 
Mic 入力： +30 dBu、ゲイン@ unity、パッドオン 
Line 入力： +21 dBu、ゲイン@ –20 dB 
Tape 入力： +30 dBu 
Stereo Return： +21 dBu

最大電圧利得

Mic 入力から： 
 Main 出力： 90 dB 
 Group 出力： 80 dB 
 Aux センド： 86 dB 
 Monitor 出力： 103 dB 
 Matrix 出力： 105 dB 
 Phones 出力： 103 dB

Line 入力から： 
 Main 出力： 70 dB 
 Group 出力： 60 dB 
 Aux センド： 66 dB 
 Monitor 出力： 83 dB 
 Matrix 出力： 85 dB 
 Phones 出力： 83 dB

Stereo Returnから： 
 Main 出力： 53 dB 
 Group 出力： 43 dB 
 Aux センド： 49 dB 
 Monitor 出力： 66 dB 
 Matrix 出力： 68 dB 
 Phones 出力： 66 dB

入力インピーダンス

Mic 入力：    3 kΩ バランス 
モノチャンネルLine入力： 34 kΩ バランス 
Stereo Return：   20 kΩ バランス 
Talkback Mic：    1 kΩ バランス

出力インピーダンス

Main 出力： 100 Ω バランス、XLR 出力;  
  300 Ω TRS 出力 
Direct 出力： 300 Ω 
Group 出力： 300 Ω 
Monitor 出力： 300 Ω 
Matrix 出力： 300 Ω 
Aux センド： 300 Ω 
Phones 出力： 25 Ω
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チャンネルレベル設定LED （感度）

 0 LED = 0 dBu（通常操作レベル）

VU メーター

左右メイン、コンプレッサー入力（12段階）： 
 Clip（+20）、+15、+10、+6、+3、0、 
 –2、–4、–7、–10、–20、–30 
 0 LED = 0 dBu 
コンプレッサーゲインリダクション（12段階）： 
 1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、12、15 dB

AC電源の必要条件

電力消費： 
 Onyx 24•4 100 ワット 
 Onyx 32•4 120 ワット

ユニバーサルACパワーサプライ： 
 100 VAC – 240 VAC、50-60 Hz

Onyx 4 • Bus の寸法

重量は
17.9 kg

Onyx 24•4 

55
5 

m
m

18
5 

m
m

792 mm

重量は
21.8 kg

Onyx 32•4 

55
5 

m
m

18
5 

m
m

1011 mm

寸法、重量

Onyx 24•4 
高さ：  185 mm  
幅：  792 mm 
奥行き： 555 mm 
重量：  17.9 kg

Onyx 32•4 
高さ：  185 mm  
幅：  1011 mm 
奥行き： 555 mm 
重量：  21.8 kg

LOUD Technologies Inc. は、新しく改良された材料や部品、

製造過程を取り入れることにより、常に製品をより良いも

のとする努力をしています。そのためこれらの仕様は予告

なしに変更されることがあります。

Mackie、Onyx、走る男のフィギュアは LOUD Technologies 
Inc. の商標登録です。 記されたその他すべてのブランド名

称は、それぞれの権利保持者の商標または登録商標です。

©2006 LOUD Technologies Inc. All Rights Reserved.
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